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皆さんこんにちは。龍ケ崎中央ロータリークラブと申します。私達のクラ
ブは1997年（平成9年）創立した、まだ比較的新しいクラブです。会員数
も少なく、右も左も解らず全く手繰りの状態で今日に至っておりますが、
今回ミクロネシアに対するクリスマス･ドロップについて報告する機会を得
ることが出来ましたので、そのお話をさせて戴きます。
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私達のクラブは、当初からWCS（国際社会奉仕）について、ある「こだわ
り」を持っております。単に支援金を振り込むのではなく、相手のクラブに
、直接、物資等を手渡し、見極める事を必須としました。それは、支援金
の授受もさることながら国際間の親交によって理解と親善を生意気にも
求めていたからです。
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みなさんはミクロネシアがどこに位置するかご存知ですか。ミクロネシア
は（東京からまっすぐ南に2400キロメートル、ジェット機でわずか3時間の
所に常夏の島サイパンがありますが、更に、ジェット機で南下すること お
よそ30分。ミクロネシアで最大のリゾート地、グアム島に到着します。

そこから、さらに南西に向かってヤップ島、パラオ諸島へと続き、南東に
向かって行けば、トラック諸島、ポナペ島、マジェロ島へと続いて行きます
。ミクロネシアは、語源的に｢小さな島々｣を意味し、その海域は、東経
130度から175度、赤道から北緯20度の範囲で、4800平方キロメートル
に及びアラスカを除くアメリカ合衆国が入るほどの広さです。その中に約
3140程の島々が点在しています。
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さて、私たちがそのグアムで十数年行なっております奉仕プロジェクト 「クリス
マス・ドロップ」とは、米空軍のボランティアが、西太平洋のミクロネシア諸島に
空中から援助物資を投下する「クリスマス・ドロップ」作戦のことを言います。

周辺の島々にクリスマスのお祝い気分を届けるこの作戦は、1952年から毎年
12月に行われており、国防総省が支援する人道目的の空輸活動としては最も
歴史が長いものとなっています。

今年も12月10日に、アンダーセン空軍基地と横田基地の空軍兵士たち、更に
日本の自衛隊（小松基地）がタッグを組んで実施されました。
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この事業は、資金集めや寄付された品々の収集をはじめ、地域住民が参加す
る活動を運営する民間ボランティア団体のクリスマス・ドロップ協会も協力して
います。

「この活動が毎年成功を収めていることからわかるのは、民間か軍かを問わず
、グアムの人々がいかに寛大かということです」。

「我々はショッピングモールへ行って必要なものを買うことを当たり前と思ってい
るかもしれませんが、島に住んでいる人々はこうした恩恵を享受できません」
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ミクロネシア諸島で一番大きな島がグアム島ということになりますが。こ
のグアムを除けば島々を全部寄せ集めても2200平方キロメートルと神奈
川県の面積にも及びません。貨幣経済と伝統的自給経済が混在してお
りまして国内の生産性は高くなく、生活必需品の多くを輸入に依存してお
り、貿易収支は恒常的に赤字。連邦政府歳入の約5割[連邦･州合計歳入
の約7割]は自由連合盟約に基づく米からの財政援助で成り立っている状
況です。
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この任務には、米軍兵士とその家族、グアムの住民が一丸となって取り組んで
います。

本年は日本の自衛隊も（小牧基地）も参加してくれました。

このスナップ写真は、そのクリスマス・ドロップ物資の梱包作業の様子を視察し
に訪れた

航空自衛隊員と、

姉妹クラブ

（The Rotary Club of Guam Sunrise）

友好クラブ（苫小牧東RC）

我が 「龍ケ崎中央RC」 の記念写真です。
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この新聞は Guam の現地新聞の記事です。

姉妹クラブのGuam Sunrise Club の会員が送ってくれました。

12月05日にアンダーセン空軍内で梱包作業を行ないましたが

12月10日その支援物資がC-130輸送機から落下されたという内容です
。
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そのような地域に対し、毎年クリスマス時期の12月初旬になりますが、
姉妹クラブであるThe Rotary Club of Guam Sunriseが中心となって、5-
10 Kマラソンやチャリティーゴルフを開催し得た資金等で、グローブ･バッ
ト･ボール等のスポーツ用品、ワイシャツ･下着等のリネン類、ショベル･ピ
ック･ナイフ等のガーデン用品、それから野菜･花･果物等の種、歯ブラシ･
歯磨き粉等の生活用品を購入し或いは現物を持ち寄って、米軍（USAF）
の協力を得てC-130輸送機からミクロネシアの散在する島々の恵まれな
い島民に対し直接物資を落下させ援助するユニークな事業がこの「クリ
スマス･ドロップ」であります。

左上の写真に注目！
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そして、RI会長のテーマ「Be a gift to the world」の掛け声にのっとり、「
奉仕のこころ」とともに、強調事項の「疾病予防」に向けての事業にも関
係するプログラムとして発展させ、私達のクラブは、昨年は「歯ブラシ」を
持参し贈りました。ちなみに、今回は釣り具を贈ることに致しました。

それでは、昨年の「クリスマス・ドロップ」事業が、どのように展開されたか
、現地マスコミのビデオを用いてご紹介しましょう。

（中央の画面をクリックする。もう一回クリックすると一旦中止される。さら
にクリックするとそこから始まる。）

（以下 アドリブで）
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次のビデオはその投下された支援物資がどのように島民に行き渡って行
くのかお見せしましょう。

（中央の画面をクリックする。もう一回クリックすると一旦中止される。さら
にクリックするとそこから始まる。）

38秒頃に「Ryugasaki」の文字が見えるところを強調してください。

（途中のロータリーロゴのところを一旦止めて説明すること）
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ご清聴ありがとうございました。
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